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北海道各地から産出する黒曜石
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雄武地域・豊浦地域～露頭写真～

（学芸員 向井 正幸）
Mukai    Masayuki

Oumu  Area & Toyoura Area 
【雄武地域】
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【豊浦地域】

写真1 黒色ガラス質で貝殻状断口を呈し良質である．石器と
して使用された可能性が十分考えられる．

写真2 音稲府川流域で採取できる黒曜石．数は少ないが上流部
には黒曜石の溶岩流が存在すると考えられる．

写真3 音稲府川では暗緑色の松脂岩を採取可能．松脂岩やパー
ライトが見つかる地域では、黒曜石が産出することも多い．

写真4 音稲府川流域では、このような数㎜程度の大きさの黒曜
石の粒が見られる岩石がある．黒曜石溶岩が存在すること示唆．

写真1 豊泉周辺の露頭．洞爺Bカルデラを形成した火砕流堆積物
中に１～２㎜程度の小さな黒曜石の破片が含まれている．

写真2 数㎜程度の黒曜石の破片は、洞爺Bカルデラを形成した
火砕流堆積物の中でも特に岩片の多い部層に含まれている．

写真3 豊浦産の黒曜石は、良質であり石器の石材としても使用さ
れる．高規格道路の豊浦トンネル掘削の時に大量に産出した．

写真4 豊浦産の黒曜石は一見して灰色に見えるが、割れ口は綺麗
な黒色であり、透き通っているのが特徴的である．
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